









目的:MGSAD023((Mouse Gene Similar to AD023・Genbankaccession AK150749)と人にお




方法:NCBI Conserved Domain Database ( CDD)とgapprogram in GCG sequence analysis 
softwareを用いて、 MGSAD023のアミノ酸の homologueを検索した。 RT-PCRおよび Insitu 
hybridyzation (ISH)を用いて、マウスの小脳、大脳、肝臓、腎勝、舌、宰丸、心臓、牌臓におい
てMGSAD023の転写パターンを検討した














論文題目:Prilllary research 01 a Ilew hOlllologue of eIF4G， MGSAD023 
翻訳因子巴IF4Gの新しいホモログMGSAD023の研究














牌臓のすべてでmRNAの発現が認められた.1n si tu hybridization (1SH)では精巣でmRNA
の発現が検出が可能であり，精原細胞での発現が高度で、あった. 3目マウスにおける AD023









本研究は， IE72の結合蛋白 MGSAD023の機能解析には至っていないが， MGSAD023が新た
に精巣(精原細胞)に局在する分子を同定したもので，今後，精子形成・成熟過程の詳絡
な理解や発痛のメカニズムの解明につながるものとして意義が認められる.従って本審査
委員会は添雷氏が学位(医学博士)を受けるに値するものと判定した.
